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新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
申
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
日
頃
よ
り
、
学
区
の
皆
様
に
は
当
推
進
会
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　

交
流
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
対
し
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
る
、
４
月
17
日
（
月
）
に
は
、
大
勢
の
方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き
当
河
原

子
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
の
総
会
が
無
事
終
了
し
、
新
体
制
で
の
ス
タ
ー

ト
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
も
５
月
８
日
（
月
）
か
ら
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ

５
類
に
移
行
し
、
社
会
経
済
活
動
も
制
約
が
解
か
れ
元
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
、
将
来
の
展
望
を
踏
ま
え
、
８
項
目
を
今
年
度
の
重

点
活
動
方
針
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

⑴ 

市
の
『
10
ケ
年
行
動
計
画(
35
項
目)

』
と
の
同
期
化

　

⑵　

『
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
運
動
』
の
継
続
推
進

　

⑶　

『
多
賀
駅
周
辺
開
発
』
へ
の
参
画

　

⑷　

『
各
委
員
会
の
中
長
期
事
業
計
画
』
の
策
定

　

⑸　

『
50
周
年
記
念
誌
発
行(

令
和
７
年)

事
業
』
継
続

　

⑹　

『
デ
ジ
タ
ル
推
進
事
業
』
の
推
進(

ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン
講
習
会)

　

⑺　

『
令
和
５
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
』
の
確
実
な
執
行

　

⑻　

継
続
事
業
と
し
て
『
社
会
福
祉
、
防
犯
防
災
、
環
境
美
化
、
文
化
体
育
、

 
 
 
 
 
 

生
涯
学
習
活
動
』
等

　

つ
き
ま
し
て
は
、
更
な
る
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
河
原
子
学
区
の
皆
様
が
安
全
で
安
心
な
生
活
環
境
の

中
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
一
丸
と
な
り
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
　
鈴
木
東
男
会
長
　
挨
拶
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 ★令和５年度　町内会長の皆様★ （敬称略）
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馬場の内親睦会

馬場の内東

田名保下

後谷東

後谷西

東町

塙町

北浜町

本浜町

南浜町

鶴ヶ塙

新地第１

新地第４

新地第５

天羽　　悟

川上　三雄

横田　吹雪

長山　敬行

大内　貞浩

日向寺勝男

中澤　昌臣

鈴木　東男

友部　佳俊

友部　幸彦

管野　一義

友部　　章

鈴木　完治

吉田　　広

新地第６

新地第７

新地第８

新地第１０

南浜海岸

田名保仲

新宿上第３

新宿下

鶴引

馬場の内２

敷島

本塚田川

梶沢東自治会

馬場の内

小又　力博

友部　譲一

小又　則幸

吉田　和子

小又　捨光

白土　弘道

益子　　裕

大内　喜克

佐川　正明

友部　利雄

河上　恵子

冨岡　幸一

樫村　　馨

尾沼　信義

朝日前

向陽台

朝日後

吉五郎台

日向会

むつみ会

光仁第一

ときわ会

東多賀３丁目中

光仁東

東多賀十七町内会

睦

横町

光仁第４町内会

京免　弘継

渡邊　猛雄

堀田　義雄

友部　佳子

和賀　久志

川合　千尋

深沢　忠雄

阿部　俊行

鈴木　洋子

吉田　義幸

白土　直樹

菊池　　聡

小川　勝弘

小又　幸子

富士山

弁天第２

東那智山第二

那知山団地

那智山住宅

太子谷

太子南

太子堂第１

那地山第１

那智山第２

泉町仲区

弁天第１

宮沢　光雄　

鈴木　　茂

澤畠　敏夫

小澤　俊彦

鈴木　成彦

岡部　光明

今泉　幸夫

佐藤　映子

鴨志田峰男

酒井　　一

宮下　亮一

鈴木　洋子



令和５年７月20日 第110号　（2）河原子学区コミュニティ推進会会報

　

５
月
16
日
（
火
）
に
日
立
高
鈴
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

に
て
、
第
13
回
河
原
子
学
区
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
絶
好
の
ゴ
ル
フ

日
和
の
も
と
で
、
初
参
加
２
名
、
女
性
１
名
を
含

む
総
勢
16
名
が
、
日
ご
ろ
の
腕
を
競
い
合
い
ま
し

た
。
競
技
は
新
ぺ
リ
ア
方
式
に
て
実
施
さ
れ
、
優

勝
は
、
薄
井
哲
さ
ん
で
、
見
事
大
会
二
連
覇
を
達

成
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
紅
一
点
の
鈴
木
フ
サ
子
さ
ん
が
善
戦
し
第

五
位
に
入
ら
れ
、
プ
レ
ー
終
了
後
は
、
パ
ー
テ
ィ

会
場
に
て
表
彰
式
を
執
り
行
い
、
和
気
あ
い
あ
い

の
中
、
三
々
五
々
散
会
と
な
り
ま
し
た
。
ゴ
ル
フ

を
楽
し
み
な
が
ら
親
睦
の
和
が
広
げ
ら
れ
た
と
思

い
ま
す
。 

 
 

 
 

　

次
回
も
開
催
予
定
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と

も
多
数
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

　

５
月
27
日
（
土
）
午
前
８
時
か
ら
『
初
夏
の
一

斉
清
掃
』が
行
わ
れ
ま
し
た
。河
原
子
学
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
進
会
の
常
任
委
員
27
名
、
お
や
じ
の
会

４
名
、
河
原
子
地
区
、
東
多
賀
地
区
、
地
域
の
参

加
者
256
名
、
合
計
287
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
道
路
脇
の
除
草
や
ご
み
拾
い
、
大
川
、
塚
田

川
の
除
草
、
汚
泥
の
除
去
等
を
行
い
ま
し
た
。　

　

今
回
の
一
斉
清
掃
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
事
故
や

怪
我
も
無
く
、
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

次
回
は
10
月
７
日
（
土
）
に
『
秋
の
一
斉
清
掃
』

が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 初

夏
の
一
斉
清
掃

多
賀
駅
前
交
番
よ
り

巡
回
連
絡
の
協
力
依
頼
に
つ
い
て

　

茨
城
県
警
で
は
本
年
６
月
１
日
（
木
）
か
ら
巡
回
連
絡
を

活
用
し
た
高
齢
者
総
合
安
全
対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ニ
セ
電
話
詐
欺
等
の
犯
罪
の
当
事
者
と
な
り
や
す
い
高
齢

者

(

65
歳
以
上)

が
居
住
す
る
世
帯
を
中
心
に
巡
回
連
絡
を

実
施
し
て
お
り
、
ニ
セ
電
話
詐
欺
や
侵
入
盗
に
対
す
る
防
犯

指
導
、
反
射
材
を
活
用
し
た
交
通
事
故
防
止
等
の
説
明
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

説
明
等
に
よ
り
お
手
間
を
取
ら
せ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
ご

　
　
　
　
　
　
　
　

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
お
、
多
賀
駅
前
交
番
の
次
の
７
名

　
　
　
　
　
　
　
　

の
警
察
官
が
巡
回
連
絡
で
高
齢
者
宅
に

　
　
　
　
　
　
　
　

お
伺
い
す
る
予
定
で
す
の
で
、
お
見
知

　
　
　
　
　
　
　
　

り
お
き
く
だ
さ
い
。

塚　田　川

大
野
さ
ん

吉
原
さ
ん

𠮷
村
さ
ん

石
川
さ
ん

伊
丹
さ
ん

河
井
所
長

参加者の皆さん

優勝の薄井さん

参加者の皆さん

BRT路線沿いにてBRT路線沿いにて

谷
田
部
さ
ん

参加者の皆さん

優勝の薄井さん

参加者の皆さん
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地
域
福
祉
委
員
会
で
は
高
齢
者
の
福
祉
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
介
護
予
防
・

健
康
づ
く
り
を
目
的
と
す
る
「
か
わ
ら
ご
元
気
ク

ラ
ブ
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

参
加
メ
ン
バ
ー
は
、
転
び
や
す
く
な
っ
た
、
家

に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
、
物
忘
れ
が
心
配
な
ど
、
健

康
上
に
不
安
の
あ
る
方
で
す
。
市
社
協
の
指
導
員

と
看
護
師
が
先
生
と
な
り
、
委
員
の
方
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
協
力
し
て
、
楽
し
い
教
室
を
開
催
す
る

活
動
で
す
。

　

教
室
の
内
容
は
、
最
初
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
（
血

圧
測
定
な
ど
）
次
に
先
生
の
掛
け
声
で
手
指
を
動

か
す
脳
ト
レ
、
身
体
を
ス
ト
レ
ッ
チ
す
る
健
康
体

操
を
し
ま
す
。
続
い
て
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

す
。
一
喜
一
憂
す
る
対
抗
戦
ゲ
ー
ム
、
楽
器
演
奏

で
歌
う
音
楽
会
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
身
体
を
動
か

す
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア
な
ど
を
月
ご
と
に
行
い
ま

す
。
最
後
は
皆
で

唱
歌
を
歌
っ
て
終

了
し
ま
す
。

　

開
催
日
は
毎
月

第
１
、
第
３
月
曜

日
10
時
か
ら
参
加

費
は
無
料
で
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ

は
河
原
子
交
流
セ

ン
タ
ー
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴　

木　
　
　

淳

　

少
子
化
の
た
め
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が
少
な
く
な
り
、

自
分
た
ち
が
幼
少
時
代
に
近
所
の
子
ど
も
と
の
遊
び
や
集
団

登
校
な
ど
で
学
ん
だ
決
ま
り
ご
と
、
ル
ー
ル
を
知
る
術
が
無

い
こ
と
や
大
人
や
同
世
代
の
子
ど
も
と
の
交
流
が
少
な
い
こ

と
を
心
配
し
て
い
ま
し
た
。　

　

う
ち
の
子
ど
も
は
一
歳
に
な
る
前
か
ら
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。「
お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
に
一
緒
に
参
加
し

て
い
る
お
友
だ
ち
と
仲
良
く
な
り
ま
し
た
し
、
協
調
性
や
自

主
性
も
養
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
と
の
遊
び
な
ど
も
、
大
変
楽
し
い
よ

う
で
「
お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
の
あ
る
日
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
ば
打
ち
教
室

お
も
ち
ゃ

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

地
域
福
祉
委
員
会
紹
介

　

新
常
任
委
員
が
５
月
13
日
（
土
）
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。 

　

海
野　

俊
一　
　
　

文
化
・
体
育
委
員
会

　

丹　
　

雅
史　
　
　

文
化
・
体
育
委
員
会

　

北
沢
さ
と
み　
　
　

環
境
・
美
化
委
員
会

　

横
山　

浩
昭　
　
　

環
境
・
美
化
委
員
会

　

綱
川　
　

譲　
　
　

環
境
・
美
化
委
員
会

　

小
池　

英
明　
　
　

総
務
委
員
会

　

以
上
６
名
が
令
和
５
年
度
新
常
任
委
員
と
な
り

ま
し
た
。

　

河
原
子
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
に
お
け
る
今
年

度
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
鈴
木
会
長
と
各
委
員
長

よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
日
も
早
く
河
原
子
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

会
の
一
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
い
た

し
ま
す
。

 

新
常
任
委
員
研
修

新常任委員研修

お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
参
加
し
て

ボランティアの皆さん

親子で一緒に

新常任委員研修新常任委員研修

ボランティアの皆さん

親子で一緒に

かわらご元気クラブかわらご元気クラブ
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あ
る
言
葉
を
、
変
形
し
た
平
仮
名
だ
け
を
用
い
て

書
い
て
あ
り
、覚
悟
と
い
う
漢
字
に
見
え
ま
す
よ
ね
。

　

挑
戦
に
関
係
し
た
10
文
字
の
言
葉
で
す
。
さ
て
、

何
と
書
い
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。答
え
は
次
号
で
す
。

　

前
号
の
頭
の
体
操
⑤
の

答
え
は
「
お
せ
わ
に
な
っ

て
ま
す
」
で
し
た
。

　

江
戸
時
代
の
天
保
年
間
に
な
る
と
頻
繁
に
異
国
船

が
常
陸
沖
に
出
没
す
る
よ
う
に
な
り
、
水
戸
藩
は
河

原
子
に
大
砲
３
門
を
備
え
、
海
防
農
兵
25
人
を
配
置

し
ま
し
た
。
大
砲
は
那
珂
湊
反
射
炉
で
鋳
造
さ
れ
、

寺
の
撞
鐘
が
大
砲
の
材
料
に
充
て
ら
れ
ま
し
た
。
東

福
寺
の
撞
鐘
も
水
戸
藩
に
徴
収
さ
れ
た
と
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。
台
場
の
場
所
は
、
波
切
不
動
尊
の
東
側
の

説
と
北
浜
海
岸
の
丘
（
鉄
砲
場
の
言
い
伝
え
あ
り
）

の
説
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
は
北
浜
海
岸
の
丘
が
候
補
地
と
し
て
、
解
説

の
看
板
が
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
戸
藩
で
鋳
造
さ

れ
た
大
砲
の
射
程
距
離
は
、
一
貫
目
玉
筒
で
は
、
鉄

丸
薬
で
１
０
０
０
ｍ
か
ら
１
２
０
０
ｍ
、
百
匁
玉
筒

で
は
鉄
丸
薬
で
４
５
０
ｍ
か
ら
７
６
０
ｍ
ほ
ど
で
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、外
国
船
の
大
砲
の
射
程
距
離
は
、

２
０
０
０
ｍ
か
ら
４
０
０
０
ｍ
の
性
能
で
し
た
。

参
考
資
料
『
潮
薫
る
ま
ち
河
原
子
い
ま
む
か
し
』
他

頭
の
体
操
⑹

①
服
が
泥
だ
ら
け
だ
か
ら
良
く
ホ
ー
ロ

ゲ
（
払
い
落
せ
）　

②
田
ん
ぼ
に
ツ
ッ
ペ
ェ
ッ
テ
（
落
ち
て
）
服
が
デ
ロ

デ
ン
ビ
ン
（
泥
だ
ら
け
）
に
な
っ
た　

③
ド
ア
で
指
を
ブ
ッ
チ
メ
テ
（
挟
ま
れ
て
）
ブ
ッ
キ

レ
タ
（
裂
傷
し
た
） 

　

④
お
宅
の
息
子
さ
ん
は
サ
グ
ク
テ
（
気
さ
く
）
明
る

く
て
い
い
息
子
さ
ん
で
す
ね

⑤
ユ
ン
ベ
（
昨
夜
）
は
大
風
だ
っ
た
か
ら
ザ
ー
ラ
（
松

の
落
葉
）
さ
ら
え
に
イ
ン
ペ
エ
（
行
こ
う
）

河
原
子
の
方
言
⑹

河
原
子
の
歴
史
⑹
海
防
台
場

　

多
賀
駅
前
交
番
扱
い
の
令
和
４
年
度
の
主
要
犯
罪

発
生
状
況
を
表
に
示
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
主
要

　
犯
罪
発
生
状
況

　

前
年
度
に
続
き
令
和
４
年
度
も
学
区
内
で
空
き
巣

の
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
に
茨
城
県
内
で
発

生
し
て
い
る
空
き
巣
被
害
の
侵

入
口
は
窓
か
ら
が
73
％
出
入
口

か
ら
が
25
％
で
あ
り
、
方
法
は

ガ
ラ
ス
破
り
が
60
％
無
施
錠
が

33
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

外
出
す
る
際
は
、
た
と
え
短
時
間
で
あ
っ
て
も
確

実
に
鍵
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
窓
ガ
ラ
ス
に
は

防
犯
フ
ィ
ル
ム
、
サ
ッ
シ
に
は
補
助
鍵
等
の
対
策
を

施
し
ま
し
ょ
う
。

 (

出
展
　
日
立
地
区
防
犯
協
会
資
料
、
い
ば
ら
き
防

犯
フ
ァ
イ
ル
Ｒ
５ 

№
２)

       

頭
の
体
操
⑹

河原子の海防台場跡
北浜海岸の丘の候補地

那珂湊反射炉跡
モルチール砲の模型

主要犯罪 交番
全体

学区
内

令和４年度多賀駅前
交番扱主要犯罪件数

車上狙い

自動車盗

自転車盗

侵入窃盗

非侵入窃盗

空き巣

万引き

下着窃盗

詐欺

部品狙い

器物破損

出店荒らし

色情ねらい

1

1

20

1

5

7

21

1

2

8

5

3

1

6

1

1

2

1

1

空き巣侵入手段 割合

窓

出入口

その他

ガラス破り

無施錠

ガラス破り

無施錠

57％

15％

3％

18％

7％

河原子の海防台場跡
北浜海岸の丘の候補地

那珂湊反射炉跡
モルチール砲の模型
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防
災
グ
ッ
ズ
の
備
蓄
を
す
る
際
に
は
、
ぜ
ひ
キ
ッ

チ
ン
バ
サ
ミ
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

キ
ッ
チ
ン
バ
サ
ミ
が
あ
れ
ば
、
ま
な
板
な
し
で
調

理
を
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
洗
い
物
を
減

ら
せ
る
だ
け
で
は
な
く
「
そ
も
そ
も
ま
な
板
が
入
手

で
き
な
い
」
と
い
う
と
き
に
も
便
利
で
す
。

　

被
災
生
活
中
は
、
な
る
べ
く
手
軽
に
食
事
を
準
備

で
き
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
キ
ッ
チ
ン
バ
サ
ミ
を
準

備
し
て
お
き
、
簡
単
に
食
事
を
作
れ
る
よ
う
に
工
夫

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
100
均
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ッ

チ
ン
バ
サ
ミ
を
購
入
が
で
き
ま
す
‼

キ
ッ
チ
ン
バ
サ
ミ
が

あ
れ
ば
ま
な
板
な
し
で
調
理
可
能
‼

防
災
士
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

万能キッチンバサミ

回収品目：段ボール、新聞紙、雑誌類、紙パック類の４品目

回収場所：河原子交流センター車庫内（車で乗り付け可）

えー！ゴミが私たちのお金に？びっくりな事実です！

再生資源は、地元の大切な活動資金になります。

交流センター休館日を除き自由にいつでも時間内に持ち込めます！

再生資源は地元の集積場に！

紙パック段ボール 新聞紙 本、雑誌類

前年度の実績で河原子学区内では
　約45万円が活動資金となりました︕
　　　ご協力をお願いします︕

再生資源は地元の集積場に！
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学区内のお店や団体などをいろいろとご紹介！

７月～12月

　　　いきいき運動教室

８月　あんしんスマホ教室   

８月　ＡＥＤ講習会   

９月　第３回グラウンドゴルフ大会   

９月　敬老会事業地域振興券   

９月　再発見ウォーク

10月　秋の一斉清掃   

10月　市・再生資源拠点回収      

※コロナ感染等々で変更する場合もあります

今年度中の主な行事

10月　学区まつり

11月　防災防犯講演会   

11月　ウォークラリー   

11月　手打ちそば教室   

12月　学区４コート大会   

１月　賀詞交歓会   

１月　河小１年生冬遊び指導   

１月　手作り味噌   

２月　手作りのうどん教室   

　
　
　
　
　
　
　
　

防
犯
防
災
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　

が
11
月
３
日(

金
・

　
　
　
　
　
　
　

祝)

に
河
原
子
交
流

　
　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
に
て
実
施

　
　
　
　
　
　
　

さ
れ
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。
講
師
は
「
う
さ
ぎ
マ
マ
の

パ
ト
ロ
ー
ル
教
室
」
主
宰
の
安
全
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
武
田
信
彦
氏
で

す
。
氏
は
大
学
在
学
中
に
国
際
的
な
犯

罪
防
止
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
に
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
市
民
目
線
で
安
全
を
伝
え

る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
う
さ
ぎ
マ

マ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
教
室
」
を
開
設
さ
れ
、

講
演
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
と
お
し
て

各
世
代
へ
「
一
般
市
民
に
よ
る
防
犯
と

は
」
「
安
全
の
コ
ツ
」
な
ど
に
つ
い
て
、

分
か
り
や
す
く
伝
え
て
く
れ
ま
す
。

　

今
回
の
講
演
会
で
は
、
地
域
住
民
に

よ
る
防
犯
活
動
の
活
性
化
に
関
す
る
講

演
を
い
た
だ
く
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
チ
ラ
シ
に
て
ご

案
内
し
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
の
多
数
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

防
犯
防
災
講
演
会
開
催
決
定

防
犯
防
災
講
演
会
開
催
決
定

　

第
一
回
は
、大
久
保
屋
製
菓
店
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

創
業
120
年
を
超
え
る
老
舗
の
製
菓
店
で
す
。

　

寡
黙
で
職
人
の
お
じ
さ
ん
と
、
い
つ
も
笑
顔
で
元
気
な

お
ば
さ
ん
で
、
朝
７
時
半
か
ら
午
後
７
時
ま
で
で
、
正
月

３
日
間
を
除
き
年
中
無
休
で
営
業
し
て
い
ま
す
。

　

お
じ
さ
ん
い
わ
く
「
常
に
商
品
が
山
盛
り
で
な
い
と
、

お
客
様
に
申
し
訳
な
い
」
と
職
人
肌
の
お
じ
さ
ん
が
毎
朝

３
時
に
起
き
て
、
お
菓
子
を
作
り
、
お
ば
さ
ん
は
笑
顔
で

サ
ー
ビ
ス
い
っ
ぱ
い
の
接
客
を
し
て
い
ま
す
。

　

お
店
が
心
を
こ
め
て
作
っ
た
お
菓
子
を
多
く
の
方
に
食

べ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
親
し
み
や
す
い
お
ば
さ

ん
で
す
の
で
一
度
お
店
を
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

今
で
は
珍
し
く
な
っ
た
お
菓
子
、
酒
、
た
ば
こ
な
ど
、

何
で
も
お
い
て
あ
り
、
人
気
商
品
、
売
れ
筋
は
「
餡
ド
ー

ナ
ツ
、
大
福
、
団
子
、
味
噌
饅
頭
」
で
す
。
お
ば
さ
ん
い

わ
く
「
味
と
価
格
に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
」
と
の
こ
と
。

　

貴
重
な
地
元
の
お
店
を
、ぜ
ひ
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

大
久
保
屋
製
菓
店

河原子学区コミュニティ推進会では、学区内のお店や自主団体などのご紹介を

行っていきます。掲載をご希望の方は交流センターまでご連絡ください。

学区内のお店や団体などをいろいろとご紹介！

大久保屋製菓店

美味しそうなお菓子

大久保屋製菓店

美味しそうなお菓子
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